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早
速
彫
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
　
　

　
こ
の
話
は
し
に
く
い
。
が
、
ま
ず
大
体
を
話
す
と
す
る
と
、
最
初
は
「
割
り

物
」
と
い
う
も
の
を
稽
古





す
る
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
紋
様
を
平
面
の
板
に
彫

る
の
で
工
字
紋







、
麻
の
葉
、
七
宝
、
雷
紋






の
よ
う
な
模
様
を
割
り
出
し
て
彫
っ

て
行
く
。
こ
れ
は
道
具
を
切
ら
す
ま
で
の
手
続
き
。
そ
れ
が
満
足
に
出
来
る
よ

う
に
な
る
と
、
今
度
は
大
黒






の
顔
で
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
難
儀
で
あ
っ
て
、

木
の
先
へ
大
黒
天
の
顔
を
彫
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
円
満
福
徳
で
あ
る
べ
き

は
ず
の
面
相
が
馬
鹿
に
貧
相
に
な
っ
た
り
、
笑
っ
た
よ
う
に
と
思
っ
て
や
る
と
、

か
え
っ
て
泣
い
た
よ
う
な
顔
に
な
る
。
な
か
な
か
旨



く
行
か
な
い
。
繰
り
返
し

繰
り
返
し
、
旨
く
行
く
ま
で
彫
ら
さ
れ
る
。
彫
る
も
の
の
身
に
な
る
と
、
真





に

辛


い
。
肥
え
さ
せ
れ
ば
ぼ
て
る
し
、
瘠

せ
さ
せ
れ
ば
貧
弱
に
な
る
。
思
う
よ
う

に
は
到
底





な
ら
な
い
の
を
、
根
気
よ
く
毎
日
毎
晩
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
い
る
中



に
、
ど
う
や
ら
、
お
し
ま
い
に
は
大
黒
様
ら
し
い
も
の
が
出
来
て
来
ま
す
。

　
と
、
今
度
は
蛭
子





様
　
　
こ
れ
は
前
に
大
黒
の
稽
古
が
積
ん
で
経
験
が
あ
る

か
ら
、
い
く
ら
か
形
も
つ
く
。
大
黒
が
十
の
も
の
な
ら
五
つ
で
旨
く
行
っ
て
、

ま
ず
そ
れ
で
お
清
書






は
上
が
る
の
で
す
。

　
す
る
と
、
三
番
目
の
稽
古
に
掛
か
る
の
が
不
動
様
の
三
尊
で
あ
る
。
不
動
様

は
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
、
一
層
成
田





の
不
動
様
が
盛
ん
で
あ

っ
た
も
の
で
、
不
動
の
信
者
が
多
い
所
か
ら
自
然
不
動
様
が
流

行

っ
て
い
る
。

不
動
様
は
ま
ず
矜
羯
羅
童
子









か
ら
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
立

像







で
、
手
に
蓮





を

持
っ
て
い
る
。
次
が
制
※
迦
童
子









、
岩
に
腰
を
掛
け
、
片
脚






を
揚
げ
、
片
脚
を

下
げ
、
捻



り
棒
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
二
体
が
出
来
て
来
る
と
、
次
は
本
体
の

不
動
明
王
を
彫
る
の
で
す
。

　
次
は
三
体
に
対
す
る
岩
を
彫
る
。
次
は
火
焔





と
い
う
順
序
で
段
々
と
攻
め
て

行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
不
動
様
の
三
尊
を
彫
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
彫
刻
の

稽
古
と
し
て
は
誠
に
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
稽
古
中
に
腕
も
め
き
め

き
上
が
っ
て
行
く
の
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
は
ず
で
あ
っ
て
、
こ
の
三
体
の
中



に

は
仏
の
種
々
相
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
矜
羯
羅
が
柔
和
で
立
像
、
制
吒

迦
が
岩
へ
「
踏
み
下
げ
」
て
忿
怒





の
相
、
不
動
の
本
体
は
安
座





で
あ
っ
て
、
片

手
が
剣
、
片
手
が
縛
縄






、
天
地
眼







で
、
岩
が
あ
る
。
岩
の
中
央
に
滝
、
す
な
わ

ち
水
の
形
を
示
し
て
い
る
。
後
は
火
焔
で
火
の
形
で
あ
る
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

で
立
像
も
分
る
。
「
踏
み
下
げ
」
も
分
る
。
安
坐
も
会
得





す
る
。
柔
和
忿
怒
の

相
か
ら
水
火
の
形
と
い
う
風
に
諸
々
の
形
象
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

調
法
と
い
う
は
お
か
し
い
が
、
材
料
と
し
て
は
ま
こ
と
に
適
当
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
不
動
三
尊
を
纏



め
上
げ
る
に
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
三
、

四
年
の
歳
月
は
経

っ
て
い
て
、
私
の
年
齢
も
、
も
う
十
六
、
七
に
な
っ
て
い
る
。

話
し
で
は
い
か
に
も
速
い
が
脳





や
腕
は
そ
う
速
く
進
む
も
の
で
な
い
。
修
行
盛

り
の
こ
と
故
、
一
心
不
乱
と
な
っ
て
勉
強
を
し
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
そ
れ
か
ら
仏
師
と
な
る
に
は
、
仏
師
一
通
り
の
こ
と
は
出
来
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
そ
の
一
通
り
と
い
う
と
こ
ろ
を
話
し
て
行
く
と
、
第
一
に
如



来


で
す
。

　
如
来
は
、
如
実
の
道
に
乗
じ
て
、
来



っ
て
正

覚







を
成
す
、
と
あ
る
通
り
仏

の
最
上
美
称
で
あ
っ
て
、
阿

弥

陀

、
釈
迦





、
薬
師





、
大
日






な
ど
を
い
う
の
で
あ

り
ま
す
。
如
来
が
一
番
む
ず
か
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
仏
工
は
古
来
よ
り

阿
弥
陀
如
来
の
立
像
と
、
地
蔵
菩
薩








の
立
像
を
む
つ
か
し
い
物
の
東
西
の
大
関

に
例



え
て
あ
る
。

　
次
に
菩
薩
、
こ
れ
は
大
心
あ
り
て
仏
道
に
入
る
義
に
て
、
す
な
わ
ち
仏
の
次

に
位
す
る
称
号
。
地
蔵
、
観
音
、
勢
至





、
文
殊






、
普
賢





、
虚
空
蔵









な
ど
あ
る
。
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そ
れ
か
ら
天
部





と
い
う
。
こ
れ
は
梵
天






、
帝

釈







、
弁
天
、
吉
祥
天









等
。
次

は
怒
り
物
と
い
っ
て
忿
怒
の
形
相
を
し
た
五
大
尊
、
四
天
、
十
二
神

将







の
如

き
仏
体
を
い
う
。
諸
仏
の
守
護
神
で
す
。
そ
れ
か
ら
僧
分
の
肖
像
、
た
と
え
ば

弘
法
大
師
、
日
蓮
上
人











の
よ
う
な
僧
体
で
あ
る
。
一
々
話
し
て
行
け
ば
実
に

数
限
り
も
な
い
こ
と
で
す
。
余
は
略
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ま
た
、
本
体
に
附
属
し
た
後
光
が
あ
る
。
船



後
光
の
正
式
は
飛

天
光
と
い
う
。
天
人
と
迦
陵
頻
伽









、
雲
を
以



て
後
光
の
形
を
な
す
。
そ
の
他
雲



輪
光






、
輪
後
光
、
籤



の
光
明
（
こ
れ
は
来
迎
仏








な
ど
に
附
け
る
も
の
）
等
で
各

々
真
行
草









が
あ
り
ま
す
。
余
は
略
す
。

　
台
坐
に
は
、
十
一
坐
、
九
重






坐
、
七
重





坐
、
蓮
坐
、
荷
葉





坐
、
多
羅
葉









坐
、

岩


坐
、
雲
坐
、
須
弥





坐
、
獅

子

吼

坐
、
円
坐
、
雷
盤






坐
等
で
、
壇
に
は
護
摩
壇
、

須
弥
壇
、
円
壇
等
が
あ
る
。

　
天
蓋






に
は
、
瓔
珞






、
羅
網





、
花
鬘





、
幢
旛






、
仏
殿
旛
等
。

　
厨

子

は
、
木

瓜

厨
子
、
正

念







厨
子
、
丸
厨
子
（
こ
れ
は
聖
天
様
を
入
れ
る

）
、
角
厨
子
、
春
日





厨
子
、
鳳
輦






形
、
宮
殿






形
等
。

　
そ
の
他
、
な
お
、
舎
利
塔
、
位
牌
、
如
意
、
持
蓮





、
柄
香
炉









、
常
花






、
鈴



、

五

鈷

、
三
鈷
、
独
鈷





、
金
剛
盤








、
輪
棒
、
羯
麿





、
馨
架





、
雲
板






、
魚
板






、
木
魚






な
ど
、
余
は
略
し
ま
す
。

　
前
陳
の
各
種
を
製
作
す
る
に
つ
き
、
こ
れ
に
附
属
す
る
飾
り
金
物






、
塗
り
、

金
箔






、
消
粉






、
彩
色






等
の
善
悪






を
見
分
け
る
鑑
識
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
「
飾
り
」
で
あ
る
が
、
飾
り
に
は
、
金
鍍
金





と
「
消
し
差
し
」
の
二
つ
。

箔
を
焼
き
つ
け
た
も
の
が
鍍
金
で
、
消
粉
を
焼
き
つ
け
る
の
が
「
消
し
差
し
」

で
す
。

　
金
物
の
彫
り
の
方
で
は
、
唐
草






の
地

彫

り
、
唐
草
彫
り
、
蔓



彫
り
、
コ
ッ
ク

イ
（
極
印






）
蔓
な
ど
で
地
は
い
ず
れ
も
七
子





で
す
。

　
塗
り
色
に
も
種
々
あ
る
。
第
一
が
黒
の
蝋
色






で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
朱
、
青



漆




、
朱
う﹅
る﹅
み﹅
、
ベ
ニ
ガ
ラ
う﹅
る﹅
み﹅
、
金
白

檀







塗
り
、
梨

子

地

塗
り
な
ど
。

梨
子
地
に
は
、
焼
金






、
小
判





、
銀
、
錫



、
鉛
（
こ
の
類
は
梨
子
地
の
材
料
で
金

と
銀
と
は
ち
ょ
っ
と
見
て
分
り
兼
ね
る
）
。

　
塗
り
に
も
、
塗
り
方
は
、
堅
地





と
泥
地





と
あ
っ
て
、
堅
地
は
砥
粉
地









と
桐

粉

地


と
あ
り
、
い
ず
れ
も
研

い
で
下
地





を
仕
上
げ
る
も
の
。
上
塗





り
は
何
度
も
塗

っ
て
研
磨
し
て
仕
上
げ
る
も
の
で
す
。
泥
地
は
胡
粉





と
膠





で
下
地
を
仕
上
げ
、

漆
で
塗
っ
た
ま
ま
仕
上
げ
、
研
が
な
い
の
で
す
。
泥
地
で
も
上

物







は
中
塗
り

を
し
ま
す
。

　
箔
に
も
種
類
が
あ
っ
て
、
一
つ
の
製
品
を
金
に
す
る
に
も
金
箔
を
使
う
の
と
、

同
じ
金
で
あ
っ
て
も
、
金
粉
を
蒔

い
て
金
に
す
る
の
と
二
色






あ
る
。

　
箔
に
つ
い
て
も
、
濃
色





が
あ
り
、
色
吉






が
あ
る
。
中
色






、
青
箔
、
常
色






等
が

あ
る
。
そ
の
濃
色
は
金
の
位
で
い
う
と
ヤ
キ
金



に
当
る
。
色
吉
が
小
判
で
、
十

八
金
位
に
当
る
。
そ
れ
か
ら
段
々
十
二
金
、
九
金
と
い
う
よ
う
に
銀
の
割
が
余

計
に
な
っ
て
来
る
。

　
箔
の
大
き
さ
は
普
通
三
寸
三
分
、
三
寸
七
分
、
四
寸
で
あ
る
。
厚
さ
に
も
二

枚
掛

け
、
三
枚
掛
け
と
色
々
あ
る
。
こ
れ
は
私
が
仏
師
に
な
っ
た
時
代
の
こ
と

だ
が
、
今
日






で
は
い
ろ
い
ろ
の
大
き
さ
の
箔
が
出
来
て
い
て
調
法
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
彩
色
に
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
極
彩
色
、
生
け
彩
色
、
俗
に
い
う
桐
油





彩
色
な
ど
。
そ
の
彩
色
に
属
す
る
も
の
で
、
細
金






と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

細
金
で
模
様
を
置
く
の
で
あ
る
。
描

く
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
か
ら
金
泥
で
細

金
の
如
く
模
様
を
描
く
の
が
あ
り
ま
す
。
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極
彩
色
は
や
っ
ぱ
り
絵
画
と
同
じ
行
き
方
で
、
胡
粉
で
白
地
に
模
様
を
置
き

上
げ
、
金
に
す
る
所
は
金
に
し
て
彩
色
に
か
か
る
。
生
け
彩
色
は
一
旦






塗
っ
て

金
箔
を
置
い
て
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
牡
丹





な
ら
牡
丹
の
色
を
さ﹅
す﹅
。

葉
は
葉
で
彩





り
、
金
を
生
か
し
て
、
彩
色
を
よ
い
ほ
ど
に
配
し
て
行
く
。
こ
れ

は
な
か
な
か
好
い
工
夫
の
も
の
で
す
。

　
桐
油
彩
色
は
、
雨
に
ぬ
れ
て
も
脱

落

な
い
よ
う
に
、
密
陀
油









に
色
を
割
っ
て
、

赤
、
青
と
胡
粉
を
割
っ
て
や
る
の
で
す
。
余
り
冴

え
な
い
も
の
だ
が
、
外
廻
り

の
雨
の
掛
か
る
所
、
殿
堂
な
ら
外
廓
に
用
い
ら
れ
る
。
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